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Ⅰ．は じ め に
2004年の「精神保健医療福祉の改革ビジョ
ン」では，国民意識の変革，精神医療体系の再
編，地域生活支援体系の再編，精神保健医療福
祉施策の基盤強化という柱が掲げられ，「入院
医療中心から地域生活中心へ」という方策を推
し進めていくことが示された。こうした地域移
行の取り組みの中，欧米で発展したリカバリー
の概念が我が国にも紹介され，拡がっている。
「リカバリー」とは，病気や障害があってもな
お，その人らしく充実した生き方を目指すプロ
セスを指す。このような当事者のリカバリーを
目指す支援が重視されるようになった。
リカバリーのプロセスにおいて，当事者が再
び社会に貢献できる生き方を取り戻すことが重
視されており，就労はそのための重要な要素の
一つである（Anthony, 1993 ; Deegan, 1998）。我
が国では，地域における精神障害者の就労に関
しては，障害者自立支援法や障害者雇用促進法
が改正され法定雇用率の算定対象に精神障害者
が加わるなど近年社会的状況は変化している。
また，2004年以降はリカバリー志向の就労支
援である IPS（Individual Placement and Sup­
port：個別職業紹介とサポート）に関する書籍
（Becker & Drake, 2003/2004）やツールキット
（アメリカ連邦保健省薬物依存精神保健サービ
ス部，2003/2009）が発刊され，精神障害者自
身が意義のある社会復帰を追及する「働くこと
を含む人生（Becker & Drake, 2003/2004）」へ
の支援が重視されるようになってきている。精
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目的：精神障害者の就労における家族の体験を踏まえた家族への支援について，国内の現状に関する
文献を整理し概観を明らかにすることを目的とした。
方法：国内医学文献検索データベースを用い，2006～2015年の 10年間を対象期間とし，「精神障害」
「就労 or 就職」のキーワードに対して「家族」「家族教室 or 家族教育」「家族看護 or 家族支援」をそ
れぞれかけあわせ検索した。
結果：抽出された文献は 413件で重複文献などは除外して精査し，最終的に分析対象となったのは 4
件であった。対象となった文献は当事者の就労に関する家族の思いに焦点をあてた研究と家族支援に
焦点をあてた研究に分類された。
結論：国内における精神障害者の就労に関する家族の体験や支援について述べられていた文献から，
精神障害者の就労における家族への支援のあり方について，リカバリー志向の家族支援の必要性につ
いて示唆を得た。
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３３
神障害者の就労支援においては，生活支援や医
療の面での支援も必要とされ，医療や福祉など
の支援機関の当事者を支えるネットワークが重
要となる（松為，2014）。しかし，厚生労働省
（2013）の調査では，従業員規模 5人以上の事
業所に雇用されている障害者数 631,000人のう
ち，精神障害者は 48,000人にすぎず，一般就
労への支援の充実が求められている。
当事者の 8割近くが家族と同居している（全
国精神保健福祉連合会，2010）という報告から
も，当事者のリカバリーや就労について，家族
も深くかかわっていると考えられる。精神障害
者の就労に取り組む姿勢は「家族の思い」に左
右されることが先行研究（近藤ら，2008）にお
いて報告されている。また，「家族の支え」が
精神障害者の働く動機を支える一つの要因とな
っているという報告（中戸川ら，2009）もあ
る。
そこで，当事者の就労に関する家族の体験を
踏まえた家族への支援について，国内の現状に
関する文献を整理し概観を明らかにすることを
目的として，本研究に取り組んだ。
Ⅱ．方 法
1．文献検索方法
データベースは国内医学文献検索において代
表的な医中誌 Web（ver.5）を使用した。検索
の対象期間は国内の近年の精神障害者の就労支
援についての状況を反映する 2006～2015年の
10年間とした。「精神障害／TH or 精神障害／
AL」「就労／AL or 就職／TH」のキーワードに
対して「家族／TH or 家族／AL」「家族教室／
AL or 家族教育／TH」「家族支援／AL or 家族
看護／TH」をそれぞれかけあわせて検索を行
った。対象とする文献は，原著論文，総説，解
説とした。（検索日 2016年 5月 25日）
検索された論文のタイトルおよび抄録を概観
し，重複文献，学術集会抄録などは除外した。
精神障害者の就労に関する過程における家族を
対象とした文献を収集した。
収集した文献を精読し，精神障害者の就労に
おいて手厚い支援の対象となっている精神疾患
である統合失調症や躁うつ病（うつ病，双極性
障害）を対象としているものとし，発達障害，
認知症，依存症等を対象としたものは除外し
た。また，論文に研究目的，方法，結果，考察
に相当する記載があるもの，当事者の就労に関
連する家族の体験や家族支援について記述され
たものを分析対象とした。
2．分析方法
対象論文を熟読し，概要について，出版年，
研究目的，研究方法，研究対象者，結果，考察
について整理し，家族への支援についての記述
を抽出し分析した。
なお，文献検索および収集，分析は，精神科
看護の経験を有する共同研究者 3人の意見が一
致するまで検討した。
Ⅲ．結 果
検索の結果，「精神障害」「就労 or 就職」に
「家族」をかけあわせて検索されたのは 361件，
「家族教室 or 家族教育」では 22件，「家族看護
or 家族支援」は 30件で，抽出された文献は
413件であった。すべての文献のタイトルおよ
び抄録を精査し，選考基準を満たさない論文
（重複論文 50件，発達障害 41件，認知症 29
件，依存症 7件，その他 286件）を除外した結
果，分析対象となったのは，研究 1「包括型地
域生活支援プログラムの概要と家族支援（佐
藤，2006）」，研究 2「統合失調症患者の家族が
持つ期待の検討（中坪，2010）」，研究 3「多職
種訪問チームによる家族看護（植田，2011）」，
研究 4「精神障害者の就労に関する家族の想い
と支援のあり方（中戸川，2015）」の 4文献で，
すべて原著論文であった。
1．対象論文の概要
対象論文の出版年は，2006年，2010年，
2011年，2015年がそれぞれ 1件ずつであり，
3件が 2010年以降の比較的新しい研究であっ
た。すべての対象論文で本人の疾患は統合失調
症であり，いずれの文献も統合失調症の家族を
対象としていた。（表 1）
2．分析の概要
4件の対象論文から，当事者の就労に関連す
る家族の体験や家族支援について記述された部
３４ 甲南女子大学研究紀要第 11号 看護学・リハビリテーション学編（2017年 3月）
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。
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分を抽出した。その結果，当事者の就労に関す
る家族の思いに焦点をあてた研究と家族支援に
焦点をあてた研究に分けられた。
概要を以下に述べる。
1）当事者の就労に関する家族の思いに焦点を
あてた文献
対象文献のうち 2件が当事者の就労に関する
家族の思いについて焦点をあてていた（研究
2，研究 4）。どちらの文献からも，家族の思い
の特徴としては，まず，就労に関する家族の期
待があった。研究 2では，患者への期待として
患者の病気の回復とともに患者の自立への期待
をもつことが明らかにされており，患者の自立
への期待として「就業への期待」をもつが，家
族も就労に際してできることをやっていきたい
という「社会への期待」をもつという関連がみ
られていた。研究 4でも，「親としての期待」
として「就労への期待」が語られていたが，そ
の思いは「社会で支える仕組みへの切望」と関
連していた。
また，研究 4では，期待以外にそれを拒む問
題・諦めざるをえない状況についての葛藤など
の思いも抽出されていた。期待とともに腹立た
しさも抱える〈親としての期待〉，就労が〈親
の力だけではどうにもならない無力感〉を感じ
〈できれば働かせてあげたいという親心〉を抱
きながら〈親として就労より生活維持を優先し
てほしい〉というそれぞれの思いの局面を行き
つ戻りつしており，家族は期待を持ちつつも葛
藤を抱えていた。
これらの文献からは，当事者の就労への家族
の期待，患者の回復と共に膨らむ就労への期
待，親の力だけでは実現しない無力感と支援の
希求，就労と生活維持の間での葛藤という要素
が抽出された。これらの要素を統合すると，
「就労への期待と支援の不足のなかで葛藤する
家族」として，当事者の就労に関する家族の思
いを表すことができる。
2）家族支援に焦点をあてた文献
家族支援に焦点をあてた研究は 2件（研究
1，研究 3）の事例研究であった。どちらの文
献も家族への支援の形態は，ACT（Assertive
Community Treatment）による多職種チームの
訪問支援であった。
研究 1では，家族への暴力もあった当事者
が，退院後グループホームからアパートでの一
人暮らしを経て家族と同居し生活するに至るま
での過程の中で，多職種チームが当事者と家族
の支援を一貫して行うことで，家族関係が改善
され，当事者が就労を目指すことになったとい
う変化の過程が記述されていた。
研究 3では，家族に過剰な要求をもつ本人
と，独立を願う家族の思いの妥協点を見つけ出
し，本人の成長を促す ACT の支援が報告され
ている。本人の負担を軽減して疲弊を防ぎ，そ
して家族が抱える負担を軽減することで退院支
援から引き続いて就労支援を行っていった経過
が記述されていた。報告されていた 3事例中 2
事例で，当事者も家族も希望が持てない困難な
状況から，当事者と家族が回復する過程のなか
で，やがて当事者の就労を目指す状況に変化し
ていた。
これらの文献からは，当事者と家族への支援
によって家族関係の改善と安定があること，当
事者と家族がともに回復する過程で就労支援が
可能になること，チームによる継続した支援に
よって当事者の就労を実現することが抽出され
た。これらの要素は，「当事者と家族への支援
と両者の回復を基盤として可能になる就労支
援」と表すことができる。
3）4つの文献検討のまとめ
4つの文献を検討した結果，「就労への期待
と支援の不足のなかで葛藤する家族」という当
事者の就労に関する家族の思いと，「当事者と
家族への支援と両者の回復を基盤として可能に
なる就労支援」という家族支援の内容が示され
た。
Ⅳ．考 察
1．精神障害者の就労における家族への支援の
あり方
精神障害をもつ当事者の就労に関する家族の
思いとして，「就労への期待と支援の不足のな
かで葛藤する家族」が抽出された。精神障害者
の就労における家族への支援は，家族が抱く当
事者の就労に対する思いを知り，体験を理解し
て行われることが必要である。精神障害者の家
族には当事者の就労への強い期待があること
や，困難な現実によって諦めと期待を揺れ動い
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ていることが示されたことから，当事者の就労
支援に関する家族への心理的支援の必要性が示
された。
大島（2010）は，家族への支援には当事者を
支える「援助者としての家族」を支える視点と
家族自身が自らの生活を営み自己実現を図って
いく「生活者としての家族」への支援の視点に
ついて述べている。当事者のもっとも身近な援
助者という役割を家族は持つが，家族の責任や
援助者役割を強調されすぎると家族のストレス
は高まる。精神障害者の就労支援の過程におい
ても，生活者としての家族に注目し，負担を軽
減し，生活者としての機能と援助者としての機
能がバランスよく維持できるような支援が必要
であると考えられる。
さらに，就労を考えられない困難な状況にあ
る当事者と家族であっても，当事者と共に家族
も回復していくなかで，当事者の就労を家族も
ともに目指して支えることができていた。この
ような支援は，リカバリー志向の支援を提供す
る多職種チームが実践していた。ACT は，重
い障害を抱えながらも当事者自らの意思で自ら
が望む生活を送ることができるよう，利用者の
ストレングスを重視し，利用者の目標や希望に
応じた個別のケアを提供するサービスである。
利用者の可能性を信じ希望を持ち続けられる実
践を行うことが活動理念となっている。困難な
状況から最終的には就労を目指していった支援
の過程では，当事者とともに家族も回復し，希
望を実現していけるように支援が行われてい
た。
家族だけでは，様々な困難のなかで諦めや葛
藤を抱き，希望が見えなくなる状況が起こりう
る。家族自身のニーズとストレングスにしっか
りと目を向け，希望に焦点を当てた具体的な支
援が必要となる当事者の就労に関するリカバリ
ー志向の家族支援の必要性が示唆された。
2．今後の研究課題
精神障害者の就労における家族を対象とする
文献検索を行ったが，分析対象となった論文は
4件と少なく，実践検証的な取り組みがないこ
とや研究の知見としての積み重ねがないことが
明らかとなった。今後，精神看護の実践のフィ
ールドは地域に重点が置かれるようになってい
くことを考慮するならば，訪問看護や多職種訪
問チーム，外来や各事業施設などでの看護師が
行う実践や研究の蓄積が必要になる。精神障害
者の就労にかかわる家族へのリカバリー志向の
支援の実践やその記述を積み重ね，支援の方法
を検証していくことが重要になるだろう。
3．本研究の限界
本研究では，一種類の医療系データベースし
か使用していないこと，肯定的な結果が否定的
な結果よりも公表されやすい出版バイアス，国
内の現状を知ることを目的としたため英語で書
かれた文献が対象とならなかったことから言語
バイアスによる見落としがあることは否定でき
ない。また，単行書など専門書に関する検索を
行っていないことも，本研究の限界であると考
える。
Ⅴ．お わ り に
日本における精神障害者の就労に関する家族
の体験や支援について述べられていた 4文献か
ら，精神障害者の就労における家族への支援の
あり方について，当事者の就労に関するリカバ
リー志向の家族支援が必要であるという示唆を
得た。
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